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報告内容

１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

カイコガの細胞においてはその形態、生理応答は

よくしられており、細胞の物性においてはやや知

見が乏しい。昆虫は比較的少ない神経細胞をもち、

カイコガではフェロモン情報から行動までの情

報処理経路はかなり調べられている。その中で

我々はフェロモン受容から行動からの実時間シ

ミュレーションを目指しており、現在は行動指令

中枢である LAL-VPC 領域の神経回路のシミュレ

ーションを目標とする。これは次世代計算科学研

究開発プログラム 脳神経系研究開発チームの仕

事として行われる。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

「京」における昆虫嗅覚運動系全脳シミュレーシ

ョンプロジェクトのための、開発用環境として用

いた。そのために、第一には、神経回路シミュレ

ー シ ョ ン プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で あ る NEURON

（http://www.neuron.yale.edu/neuron/）の富士

通環境への移植や並列性能測定を行った。また、

カイコガ触角葉の試験的なモデルを構築し、シミ

ュレーションを行った。第二には、神経細胞モデ

ル構築の際に必要となるパラメータを推定するた

めに、新たに NEURON を用いた Real Coded Genetic 

Algorithm によるパラメータ推定プログラムを開

発し、そのテスト及び並列性能測定を行った。 

３． 結果 

NEURON の性能測定のため、カイコガ LAL 領域の両

側性ニューロン（約 4000 コンパートメント）を約

2万個並べ、1ニューロン辺り 1つのシナプスで接

続したベンチマーク用回路を作成した。この回路

による、ストロングスケーリングの結果を図 1 に

示す。パラメータ推定プログラムでは、事前に作

成したシミュレーション結果など、試験的な条件

において、目的とするパラメータを推定できるこ

とを確認した。また、その際のストロングスケー

リング結果を図 2に示す。 

４． まとめ 

NEURON の並列化は、8192 コアまで比較的スケール

しており、現状では問題無い。パラメータ推定に

ついては、実データへの適用が今後の課題である。 

５． 今後の計画・展望 

１）カイコガ脳 LAL 領域のシミュレーションをよ

り実験にあったものに精密・適応させていく。２）

触角葉を対象としたシミュレーションを行う。

３）実験データに対するパラメータ推定を行う 

６． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

並列性能など実装面では、ほぼ完了したが、モデ

ルの構築がまだ不十分である。今後、パラメータ

推定プログラムを活用することで、これらの問題

を解決できればと考えている。 
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図 1 ベンチマーク回路でのストロングスケーリング 

 
図 2 RGGA によるシミュレーションを用いたパラメータ推定プログラムの

ストロングスケーリング 
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